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第20回山形電気生理研究会抄録
Abstracts of the 20th Meeting of Yamagata
Electrophysiological Research Group
平成１6年１月30日　山形大学医学部第４講義室
特別講演Ⅰ　座長 ：内藤　輝 （形態構造医学）
海馬シナプス可塑性とリズム 
　　　藤井聡（山形大学医学部構造機能統御学講座神経機能統御
　　　学分野） 
　記憶時に、シナプス前ニューロンの発火頻度と発火時間に依存し
てシナプス伝達効率が可塑的に変化し、シナプス後細胞の発火パ
ターンが長時間変化する。そして、ニューロンのネットワーク全体
に異なる発火パターンが蓄積され、その後シナプスに形態的変化を
引き起こす。これが記憶の基礎過程であると考えられている。発表
者はこれまで、海馬スライス標本上で実験的にシナプス可塑性を誘
導しその周波数特性を解析してきた。海馬CA1シナプスに5-10Hz
程度の刺激を与えるとシナプス伝達効率は長期的に増強する
（Long-term potentiation: LTP)し、一旦起したLTPは、1-2Hz程度
の低頻度刺激によりもとに戻る。実験で使用した入力刺激パターン
は、海馬脳波に現れる固有リズムであることから、記憶のプロセス
も「生体の固有リズムに支配されている可能性がある」と考えてい
る。  
特別講演Ⅱ　座長 ：加藤宏司 （神経機能統御学）
聴性定常反応による他覚的聴力検査
　　　青柳優（山形大学医学部情報構造統御学講座耳鼻咽喉・頭
　　　頸部外科学分野） 
　他覚的聴力検査は、新生児・幼児など純音聴力検査ができない症
例で聴力を推定するための検査法であり、最も一般的な検査法は聴
性脳幹反応である。クリック音やトーンピップを用いた場合、聴性
脳幹反応では周波数ごとの聴力は正確には推定できないが、正弦波
的振幅変調音による聴性定常反応（ASSR）を用いれば、周波数ご
との聴力レベルを正確に推定することができる。覚醒時には変調周
波数を40Hzとした40-Hz ASSRが適応となるが、睡眠時には反応の
出現性が悪くなる。これに対して80-Hz ASSRはむしろ睡眠時の方
が良い反応が得られるので、幼児睡眠時に適応される。ASSRは反
応波形の特徴から高速フーリエ変換を利用した解析法が良い適応と
なり、パワースペクトルや位相スペクトル解析が自動判定に応用さ
れている。最近、これを用いて両耳でおのおの４周波数を１度に検
査できる検査装置が開発され、臨床に用いられている。 
